
◆ホームページの日々更新
最近，経営者の方とお話させてい

ただくと，口をついて出てくるテー
マには，人材に関することが非常に
多いと感じる。満足に採用ができな
いこと，採用後の定着が思わしくな
いこと，給与のベースが上昇してい
ることなど，企業経営にとって本当
に難しい状況がやってきている。

そんな中，社員数を増やし，毎年
業績を拡大させ，周りの企業がうら
やむような成果を上げている某社の
代表とお話をさせていただく機会を
いただいた。どのような取り組みを
しているのだろうと思い話を聞いて
みると，意外な答えが返ってきた。
「今はホームページに力を入れて

いますね」
ホームページ自体はどの企業でも

当たり前のように持っているもので，
周りがうらやむこの方から，そのよ
うな回答をいただくことは想像して
いなかった。他の会社と何が違うの
か。先進のマーケティング技術など

新して，発信できている企業は意外
に少ない。今の時代，ホームページ
はどこの企業も作るが，日々の業務
が忙しく，作りっぱなしになってし
まいやすい。また，顧客向けのメッ
セージはしっかり作れていても，採
用のページなどには気が回りづらい。

そんな中，現場の担当者が具体的
に日々の情報発信をしているこの会
社は他社と比べ活気を感じ，親しみ
を持ち，求職者が集まってくれるの
だろう。

◆WMSの活用
また，別の会社の取締役と話をさ

せていただいたときのことだ。
「人の定着率を高めるために，倉

庫管理システムの活用をさらに推進
したい」

倉庫管理システム（WMS）は，現
場で正確に作業を行うための業務支
援システムであり，それぞれ特定の
顧客ごとに開発，導入をしているシ
ステムである。それが自社の人材戦
略とどのようにリンクするのか。
「作業のミスが起きると，ミスを

した作業者自身もつらい。ミスの起
きにくい，わかりやすい仕組みにし
てあげることが重要なんです」

通常は１社ごとに導入する仕組み
であるが，多くの顧客向けに利用可
能なシステムとなるよう，必要最低

を使って成果を上げているのだろう
か。興味が出てきて続きを伺った。
「応募者にイメージが湧きやすく

なるよう，一日の活動や社内活動の
お知らせを充実させています。ここ
数年，どんどん良くなっているんで
すよ」

ますます意外だった。特に新しい
技術などの目新しさがあるわけでは
なく，実直に現場の生の声で応募者
にわかりやすいように，写真を増や
したり，社内のイベント紹介を増や
したりしているのだそうだ。

それだけということはないだろう
と思い，新しい技術などについても
伺ってみたが，同じ回答であった。
「特に新しい技術とかを入れてい

るわけではないですよ。当初からの
ページをしっかり更新しているだけ
です。日々の活動などを写真付きで
アップすることを欠かさずにやって
いるんですが，それが効果的なんで
す」

なるほど。ホームページを日々更
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限のカスタマイズを行って，利用さ
れていた。新規顧客獲得のために倉
庫管理システムを導入することはよ
く伺うが，人材戦略として実施して
いるケースを聞いたことはなかった。

◆一般化した技術をしっかり活用
これら２社の話から共通して言え

ることとしては，既存のIT技術でも
「活用」の仕方，工夫の仕方によっ
て大きな成果を上げることができる
ということであろう。

I T な ど の 話 で 言 え ば I o T
（Internet of Things）やAIなどの技
術革新について，よく議題に上がる
わけであるが，既存の仕組みでも使
いきれていないもの，まだ工夫の余
地のあるものは非常に多いように思
われた。

先のホームページ然り，倉庫管理
システム然り，すでに世に登場して
から20年から30年が経とうとしてい
るが，その活用が本当にしっかりと
できていると言える会社はどのぐら
いあるだろうか。

もちろんIT以外でのビジネスの要
点は大いにあるはずで，これだけで
ビジネスの優劣が決まることでは当

然ない。だが，このようなすでに一
般化している技術自体を使いこなせ
ているのか，自社での活用度合いを
考えてみる価値はあるだろう。

◆使いこなす運用こそ大事
この，導入後の運用に関して言え

ば，システム導入にあたり「買って満
足」「作って満足」となってしまって
いる現場が多いこととも関係してい
るように思われる。

得てして導入後の運用には関心が
薄く，その証拠として買うこと，作
ることにはお金を払うが，運用，保
守面に関しては企業としてもお金を

払いたがらない。
これは非常にもったいないことで，

用意したシステムは問題ないのだが，
運用のされ方を検討できていなかっ
たため，成果が上がらなくなってい
るという話はよくある。買うとき，作
るときには専門家に相談するが，活
用になるとそのような動きも少ない。

システムなどは，作るときと同じ
かそれ以上に，どのように運用して
いくかが重要なことである。そこで
最も重要な要素は優れた技術ではな
く，目的に向かって使いこなそうと
いう意識が重要なのだと感じさせら
れた。 MF
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